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夢育て

•2022年から

•知的障がいのある青年を対象に

•体操・座学・畑作業を組合せて認知身体機
能の発達を促すプログラム
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前回の職業リハ研究実践発表会では

受講生の認知機能の発達をコース開講直前
とその約6ヶ月後の2回のアセスメントで考察
した

•「レイ複雑図形検査」

•「レーヴン色彩マトリックス検査」
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今回の目的

絵、図形、言語の3つのモダリティで受講
者の認知発達を測定

•トリモーダルアナロジー検査とオーガナイ
ザー検査の二つ

•2023秋冬と、それから6ヶ月から8ヶ月経過し
た2024春夏に実施。
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トリモーダルアナロジー検査
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トリモーダルとは 「3つのモダリティ」
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1. 前方の川を渡る
2. コンビニの角を左に曲がる
3. 右手にある一戸建てがゴール

コンビニ

川

現在地

図のモダリティ 言葉のモダリティ
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概要

フォイヤーシュタインメソッドのアセスメントで
あるLPADの一つ。全50問

•絵のモダリティの問題 10問

•図形のモダリティ 20問

•言語のモダリティ 20問

1問につき1点が配点され、全部で50点満点。
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認知機能の表による分析

•左右あるいは上下の二つの情報を様々な比
較基準で比較（精緻化3番）

•その中でより本質的なものを発見する（精緻
化2、5番）

•その関係性を残りの枡目のペアに投影（出
力3番）

主に精緻化の認知機能が要求される。
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オーガナイザー検査
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概要

•論理的推論能力を測定する検査

•LPADの一つである同名の検査を元に新た
に作成した

•AとB二つのシリーズ

•Aは２つの条件に従って３つのものを並べる
課題10問。

•Bは３つの条件に従って４つのものを並べる
課題3問である。
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認知機能の表による分析

•正確に（入力7番）、端から順序よく（入力2
番）読み、助詞などの機能語に注目する。

•読解（精緻化5,12番）

•計画を立て(精緻化11番)、

•条件に合うように（出力3,4,6番）ものを並べ
る。

全ての段階にわたる多くの認知機能を組み
合わせて使う必要がある。
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評価方法

シャノンの情報量

- Log2(P(E))

に従って配点。

ただし(P(E))は事象Eの発生確率
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1 2 3

1 2 3 4

可能な答えは 3!=6通り

1. くみこ わかな はやと
2. くみこ はやと わかな
3. わかな くみこ はやと
4. わかな はやと くみこ
5. はやと わかな くみこ
6. はやと くみこ わかな

正解する確率は 1／6

得点は-Log2(1/6)=Log2(6)≒2.58

可能な答えは 4!=24通り

正解する確率は 1／24

得点は-Log2(1/24)≒4.58

正解を当てる確率が低い
つまり

問題の難易度が高いほど
高得点



部分点を与えることが可能
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1 2 3

左のように答えた場合は条件Aのみ
満たしていることになる。

その場合の数は2通りなので当てる
確率は 2/6 = 1/3

部分点は-Log2(1/3)=Log2(3)≒1.58

（満点は2.58点）はやと くみこ わかな
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結果
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考察

24



認知機能 内言（精緻化12番）の成長

ポストでは自分の思考をつぶやきながら問題
を解いている姿がより頻繁に観察された

内言が彼らに育っており、それが多くの認知
機能を組み合わせた複雑な思考をする助け
た
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オーガナイザー＞トリモーダル（言語）

オーガナイザー検査では確かに成績上昇が
見て取れたが、トリモーダルの言語のモダリ
ティの成績上昇はさほどでもなかった
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オーガナイザー トリモーダル

明示された関係性の
読解課題

比較（精緻化3番）を用い
た関係性の発見課題



図形のモダリティでの成績上昇は前回のア
セスメント結果と同じ
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それに対して 絵のモダリティは

•図形のモダリティよりも複雑性が高い？

•ぱっと見て判断できるからこそ、認知が
働きづらい？
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終わりに

「人間はどのような障害があっても、何歳になっ
ても成長できる。」（フォイヤーシュタイン）

それを証明するために、新しいアセスメントが必
要

1.短時間で実施できる
2.誰でも実施できる
3. 「感度」が高い
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